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●
日
時

４
月
22
日(

日)

、
13
時
開
場

●
場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料(

自
由
席)

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
第
１
部
】
記
念
式
典

13
時
30
分
〜
14
時
45
分

①
山
家
岩
戸
神
楽

②
来
賓
祝
辞

③
筑
紫
野
ル
ビ
ー
婚
式

(

結
婚
40
周
年
夫
婦
の
お
祝
い)

【
第
２
部
】
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

15
時
15
分
開
演(

14
時
45
分
開
場
予
定)

①
創
作
舞
台
「
祝
祭
」

②
「
筑
紫
野
恋
歌
」
体
操

③
ち
く
し
の
物
産
抽
選
会

④
合
唱
「
紫
い
ろ
の
ふ
る
さ
と
」

(

市
民
劇
『
筑
紫
野
ロ
マ
ン
飛
行
』
テ
ー
マ
曲)
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●
注
意
事
項

※
記
念
式
典
に

参
加
す
る
人
は
、
当
日
、
受
け
付
け
を
済
ま
せ

た
後
、
13
時
30
分
ま
で
に
着
席
く
だ
さ
い
。

持
参
い
た
だ
く
も
の
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

記
念
式
典(

第
１
部)

開
始
後
は
、
記
念
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン(

第
２
部)

の
開
場
時
間(

14
時
45
分

予
定)
ま
で
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
来
場
者
多
数
の
場
合
、
立
見
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
は
、大
ホ
ー
ル
に
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

施
設
内
に
託
児
室
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
利
用

希
望
者
は
当
日
、
受
付
に
て
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
託
児
室
へ
の
受
け
入
れ
は
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て

「
市
制
施
行
40
周
年
を
市
民
と
共
に
祝
い
、
元
気
で
明
る
い
ま
ち
へ
躍

進
す
る
こ
と
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
民
・
市
内
各
団
体
の
皆
さ
ん
に
式

典
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

第
１
部
で
は
、
市
無
形
民
俗
文
化
財
の
山
家
岩
戸
神
楽
の
上
演
、
結
婚

40
周
年
を
迎
え
る
夫
婦
を
祝
う
筑
紫
野
ル
ビ
ー
婚
式
な
ど
を
行
い
ま
す
。

第
２
部
で
は
、
市
文
化
協
会
に
よ
る
創
作
舞
台
、
市
健
康
づ
く
り
運
動

サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
、
ち
く
し
の
物
産
振
興
会
加
盟
店
の
商
品

の
抽
選
会
、
毎
年
10
月
開
催
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
出
演
団
体
に
よ
る

合
唱
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課
　
総
務
担
当

市制施行記念式典の様子(昭和47年)

筑
紫
野
市
は
昭
和
47
年
４
月
に
市

制
施
行
し
、
今
年
４
月
で
40
周
年
を

迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
市
制
施
行
40
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
来
賓
な
ど
一
部
の
関
係
者
以
外
は
、

自
由
席
と
な
り
ま
す
。

◇
一
緒
に
40
周
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
◇

【会場および駐車場地図】



CHIKUSHINO CITY 2012.4.1

3

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 （923）1111にお願いします

【
　
種
　
目
　
】

①
８
０
０
ｍ(

小
学
１
〜
３
年
生)

②
１
５
０
０
ｍ(

一
般
男
子
の
部
、

一
般
女
子
の
部
、
小
学
生
４
〜

６
年
生
の
部)     

③
３
０
０
０
ｍ(

一
般
男
子
の
部
、

一
般
女
子
の
部)

④
小
学
生
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー

10
分
の
１
マ
ラ
ソ
ン

４
・
２
１
９
５
km
を
２
０
０
ｍ
×

21
走
者
で
バ
ト
ン
リ
レ
ー(

１
チ

ー
ム
10
〜
21
人
で
編
成
し
、
同

じ
人
が
３
回
ま
で
走
っ
て
よ
い)

⑤
中
学
校
対
抗
リ
レ
ー

10
分
の
１
マ
ラ
ソ
ン

４
・
２
１
９
５
km
を
２
０
０
ｍ
×

21
走
者
で
バ
ト
ン
リ
レ
ー(

１
チ

ー
ム
２
〜
21
人
で
編
成
し
、
同

じ
人
が
10
回
ま
で
走
っ
て
よ
い)

⑥
４
２
２
人
リ
レ
ー

世
界
記
録
に
挑
戦
！

４
２
・
１
９
５
km
を
１
０
０
ｍ
×

４
２
２
人
で
バ
ト
ン
リ
レ
ー

●
参
加
資
格

市
民
お
よ
び
市
内

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

●
表
彰

①
と
②(

小
学
生
４
〜
６
年
生

の
部)

は
10
位
ま
で
、
そ
の
他

は
６
位
ま
で

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

▽
①
〜
⑤
は
４
月
27
日(

金)

ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ(

申
込
書
は
、
市
役

所
・
教
育
委
員
会
・
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
カ
ミ
ー
リ
ヤ
・
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
置
い

て
い
ま
す
。
体
育
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。)

ま
た
は
体
育
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
み

▽
⑥
は
当
日
受
付

●
そ
の
他

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
「
う
ど
ん
、
お

に
ぎ
り
、
ジ
ュ
ー
ス
、
か
き
氷
」

(

有
料)
が
あ
り
ま
す
。

閉
会
式
で
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会

が
あ
り
ま
す
。

〒
818-

0065

市
内
大
字
諸
田
１
６
９

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
一
般
社
団
法
人
筑
紫
野
市
体
育
協
会

(

９
２
５)

４
８
０
１
　
FAX(

９
２
２)

７
５
９
３

HPhttp://chikushinotaikyou. com
/

●
日
時

５
月
13
日(

日)

、
９
時
開
会(

小
雨
決
行)

●
場
所

陸
上
競
技
場(

市
内
阿
志
岐)

※
駐
車
場
は
御
笠
グ
ラ
ウ
ン
ド

筑
紫
野
市
制
40
周
年
と
長

崎
街
道
開
通
４
０
０
年
を
記

念
し
て
、
市
民
が
主
役
の
本

格
創
作
劇
「
筑
紫
野
ロ
マ
ン

飛
行
〜
夢
む
ら
さ
き
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
〜
」
を
上
演
し
ま
す
。

二
日
市
温
泉
の
旅
館
の
娘
・

瑠
璃
子(

る
り
こ)

と
、
ス
イ
ー
ツ

職
人
を
目
指
し
て
い
る
山
家
の
男

子
高
校
生
・
満
生(

み
つ
お)

が
、

藤
原
虎
麿
と
え
び
す
様
に
導
か
れ

て
、
筑
紫
野
の
歴
史
を
巡
る
旅
へ

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
す
。

●
日
程

４
月
８
日(

日)

●
時
間

▽
昼
の
部：

14
時
〜(

開
場
13
時
30
分)

▽
夜
の
部：

18
時
〜(

開
場
17
時
30
分)

●
場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※
全
席
自
由

●
料
金

▽
大
人

１
５
０
０
円(

当
日
２
０
０
０
円)

▽
中
高
大
学
生

１
０
０
０
円(

当
日
１
５
０
０
円)

▽
小
学
生

５
０
０
円(

当
日
７
０
０
円)

※
未
就
学
児
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

文
化
会
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

な
ど

※
詳
し
く
は
文
化
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

筑
紫
野
市
文
化
会
館

(

９
２
５)

４
３
２
１

HPhttp://w
w
w
1.bbiq.jp/

chikushino-bunka/
◆
ス
ト
ー
リ
ー
◆

▲市民劇練習風景

ち
く
し
野の

を
め
ぐ
る
市し

民み
ん

劇げ
き

申し込み・
問い合わせ先
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【
変
更
し
た
組
織
の
配
置
図
】

市
で
は
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
行
政
組

織
機
構
を
一
部
見
直
し
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
が
加
速
し
、
急
激
に
社
会
環
境
が

変
化
す
る
中
、
本
市
が
直
面
す
る
重
要
施
策
に

対
応
す
る
企
画
力
を
高
め
る
た
め
、
ま
た
平
成

23
年
度
に
策
定
し
た
財
政
計
画
の
実
施
を
よ
り

堅
実
な
も
の
と
す
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

今
ま
で
、
総
合
政
策
部
企
画
財
政
課
が
行
っ

て
い
た
業
務
を
、
企
画
政
策
部
戦
略
企
画
課
、

総
務
部
財
政
課
に
分
離
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

部
課
の
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

組
織
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【問い合わせ先】 人事課  行政管理担当



問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 （923）1111にお願いします

CHIKUSHINO CITY 2012.4.1

5

●
そ
の
他

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
妊
婦

健
診
補
助
券
の
交
付
を
受
け
た
人

が
、
４
月
１
日
以
降
に
７
回
目
、

10
回
目
の
受
診
券
を
使
用
し
た
場

合
は
、
病
院
か
ら
補
助
券
に
ク
ラ

ミ
ジ
ア
お
よ
び
Ｇ
Ｂ
Ｓ
の
検
査
結

果
を
記
入
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
里
帰
り
出
産
な

ど
で
、
県
外
で
受
診
す
る
場
合
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
推
進
課

(

９
２
０)

８
６
１
１

FAX(

９
２
６)

６
０
０
６

●
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
Ｂ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
と
は
？

新
生
児
が
感
染
す
る
と
ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
肺
炎

を
、
Ｂ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
は
肺
炎
や
敗

血
症
、
髄
膜
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

妊
婦
が
感
染
し
て
い
る
場
合
、
ど
ち
ら
も
赤

ち
ゃ
ん
に
産
道
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
検
査
内
容

膣
内
の
粘
液
を
綿
棒
で
取
り
、
検
査
し
ま
す
。

感
染
し
て
い
る
場
合
は
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
に
、
必
要
な
処
置
を
行
い
ま

す(

有
料)

。

●
対
象
者

筑
紫
野
市
に
住
民
票
が
あ
る
妊
婦
で
、
平
成

24
年
４
月
１
日
ま
で
に
７
回
目
と
10
回
目
の

基
本
健
診
補
助
券
を
、
そ
れ
ぞ
れ
未
使
用
の
人
。

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
補
助
券
交
付
を

受
け
た
人
は
、
補
助
券
に
検
査
項
目
の
記
載

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
追
加
さ
れ
た
検
査
項
目
】

▽
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

▽
Ｂ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌(

Ｇ
Ｂ
Ｓ)

検
査

※
４
月
１
日
か
ら
、
７
回
目
の
基
本
健
診
補

助
券
に
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
10
回
目

の
基
本
健
診
補
助
券
に
Ｂ
群
溶
血
性
レ
ン

サ
球
菌(

Ｇ
Ｂ
Ｓ)

検
査
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

３
月
11
日
、
多
く
の
犠
牲
を
生
ん

だ
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
１
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

筑
紫
野
市
で
は
、
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
願
う
と
共
に
、
犠
牲

者
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
刻(

14
時

46
分)

に
あ
わ
せ
て
市
内
全
域
で
追

悼
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
ま
た
、

市
役
所
玄
関
前
広
場
に
て
復
興
祈
念

追
悼
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

復
興
祈
念
追
悼
式
に
は
、
市
長
を

は
じ
め
、
市
議
会
議
員
、
区
長
会
役

員
、筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
職
員
、

消
防
団
員
、
市
職
員
な
ど
約
１
７
０

人
が
参
加
し
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

り
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興
を

願
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
被
災
地
へ
の
復
興

支
援
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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【固定資産税は次のような手順で税額が決定され納税義務者に通知されます】

①固定資産を評価し、その価格を決定し、その価格をもとに課税標準額を算定します。
②税額 ＝　課税標準額　×　税率　となります。
固定資産税 ＝ 固定資産税課税標準額 × 1.4％
都市計画税 ＝ 都市計画税課税標準額 × 0.3％

③税額などを記載した納税通知書を４月中旬に発送する予定です。

▽
評
価
額

総
務
大
臣
に
よ
っ
て
固
定
資
産
の
評
価

の
基
準
や
評
価
の
実
施
方
法
、
手
続
き

な
ど
が
定
め
ら
れ
た
固
定
資
産
評
価
基

準
に
基
づ
き
市
長
が
価
格
を
決
定
し
ま

す
。
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
３
年
ご
と
に
評
価
替
え
を
行
い

ま
す
。
最
初
の
年
度
に
決
定
し
た
価
格

は
、
３
年
間
据
え
置
か
れ
ま
す
が
、
土

地
に
つ
い
て
は
、
毎
年
地
価
下
落
の
率

に
応
じ
て
価
格
の
修
正
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
前
回
は
平
成
21
年
度
が
評

価
替
え
の
年
で
し
た
の
で
、
今
年(

平
成

24
年
度)

が
評
価
替
え
基
準
年
度
と
な
り

ま
す
。

▽
課
税
標
準
額

課
税
標
準
額
は
、
税
額
を
求
め
る
基
礎

と
な
る
価
格
の
こ
と
で
、
評
価
額
を
も

と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
住
宅
用
地
の
よ
う
に
課
税
標
準
の

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、
土

地
に
つ
い
て
税
負
担
の
調
整
措
置
が
適

用
さ
れ
る
場
合
は
、
課
税
標
準
額
は
評

価
額
よ
り
も
低
く
算
定
さ
れ
ま
す
。

▽
都
市
計
画
税

都
市
計
画
事
業(

道
路
・
公
園
整
備
な

ど)

ま
た
は
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す

る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
、
目
的
税
と

し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。
課

税
の
対
象
に
な
る
資
産
は
、
市
街

化
区
域
内
に
あ
る
土
地
お
よ
び
家

屋
で
す
。

《
土
地
の
評
価
》

土
地
登
記
簿
に
登
録
さ
れ
た
地
積

と
地
目
に
よ
り
土
地
の
価
格(

評

価
額)

を
算
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、

登
記
地
目
と
そ
の
年
の
１
月
１
日

の
現
況
地
目
が
異
な
る
場
合
は
、

現
況
地
目
に
よ
り
評
価
し
て
課
税

し
ま
す
。
評
価
額
は
固
定
資
産
評

価
基
準
に
基
づ
き
、
現
地
調
査
を

行
っ
て
求
め
ま
す
。

▽
宅
地

地
域
ご
と
に
標
準
宅
地
を
選
び
、

原
則
と
し
て
、
地
価
公
示
価
格
の

７
割
を
め
ど
に
、
主
と
し
て
売
買

実
例
価
額
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

公
共
施
設
な
ど
へ
の
接
近
性
や
街

路
条
件
、
そ
の
他
を
比
較
し
な
が

ら
標
準
宅
地
の
価
格
を
決
め
ま

す
。
こ
の
標
準
宅
地
の
価
格
を
基

準
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の

個
性
を
考
慮
し
て
評
価
額
を
決
め

ま
す
。(

標
準
宅
地
と
は
市
内
の

地
域
ご
と
に
選
定
し
た
主
要
な
道

路
に
接
し
た
標
準
的
な
宅
地
を
い

い
ま
す
。
現
在
３
６
０
カ
所
の
標

準
宅
地
を
設
定
し
て
い
ま
す)

▽
農
地
や
山
林
な
ど
の
土
地

宅
地
と
同
じ
よ
う
に
標
準
と
な
る

土
地
を
選
定
し
、
そ
の
標
準
地
の

価
格(

土
地
の
用
途
が
変
わ
ら
な

い
売
買
実
例
価
額)

を
参
考
に
し

な
が
ら
評
価
を
し
ま
す
。た
だ
し
、

市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
地
や
山

林
、
ま
た
農
地
を
農
地
以
外
の
地

目(

例
え
ば
宅
地
な
ど)

に
変
更
す

る
転
用
許
可
を
受
け
た
農
地
に
つ

い
て
は
、
状
況
が
似
て
い
る
宅
地

な
ど
の
評
価
を
基
準
と
し
て
求
め

た
価
格
か
ら
宅
地
造
成
費
を
差
し

引
く
方
法
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

《
家
屋
の
評
価
》

家
屋
の
評
価
は
、
新
築
や
増
築
時

に
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
い
、
固

定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
評

価
額
を
算
出
し
ま
す
。
こ
の
評
価

基
準
に
は
、
再
建
築
価
格
を
基
礎

と
す
る
方
法
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
再
建
築
費
評
点
基
準
表
で
求

め
た
評
点
数
に
、
建
築
年
数
の
経

過
に
よ
る
減
点
補
正
な
ど
を
行

い
、
評
価
額
を
決
定
し
ま
す
。

再
建
築
価
格
と
は
、
当
該
家
屋
を

再
度
建
築
し
た
場
合
に
必
要
と
な

る
建
築
費
の
こ
と
で
す
。
再
建
築

費
評
点
基
準
表
は
、
こ
の
再
建
築

価
格
を
求
め
る
た
め
、
家
屋
の
構

造
や
用
途
別
に
一
般
的
な
建
築
材

料
な
ど
の
再
建
築
費
の
評
点
数
を

定
め
て
い
る
も
の
で
す
。例
え
ば
、

「
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
を
施
行
す

る
た
め
の
１
㎡
当
た
り
の
建
築
費

は
い
く
ら
」
と
い
う
よ
う
な
も
の

が
、
建
築
資
材
ご
と
に
点
数
で
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の

家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の

は
、
そ
の
種
類
や
大
き
さ
に
関
わ

ら
ず
、
土
地
に
定
着
し
て
建
造
さ

れ
、
屋
根
と
外
壁
な
ど
が
あ
り
、

風
雨
を
し
の
ぎ
外
界
か
ら
遮
断
さ

れ
た
一
定
の
空
間
を
持
つ
建
物
で

す
。

▽
家
屋
の
実
地
調
査
で
調
べ
る
こ
と

家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た
場

合
、所
有
者
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

家
屋
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
家
屋
の
構
造
・

用
途
・
床
面
積
な
ど
の
確
認
、
使

用
さ
れ
て
い
る
柱
、
壁
な
ど
の
建

築
材
料
や
設
備
、
屋
根
や
外
壁
な

ど
外
周
り
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
時
間
は
家
屋
の
規
模
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
１
時
間
程
度
の

時
間
を
要
し
ま
す
。
新
築
・
増
築

の
際
は
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

評
価
額
＝

再
建
築
費
評
点
数
×

経
年
減
点
補
正
率
×

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
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▽
家
屋
を
建
て
た
り
、
取
り
壊
し
た
ら

新
築
・
増
築
し
た
場
合
、
所
有
者

を
明
確
に
す
る
た
め
、
不
動
産
登

記
法
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
法
務

局
の
建
物
登
記
簿
に
登
記
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

に
は
、
建
物
登
記
簿
か
ら
抹
消
す

る
登
記
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
の

で
、
法
務
局
で
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
法
務
局
に
登

記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
増
築
や

取
り
壊
し
の
場
合
に
は
、
税
務
課

に
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
、
新
た

に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
年
度
か
ら
、
一
般
の

住
宅
の
場
合
は
３
年
度
分
、
３
階

建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど

の
場
合
は
５
年
度
分
、
固
定
資
産

税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
平
成
21
年
６
月
４

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
新
築
さ
れ
た
認
定
長
期
優
良

住
宅
に
つ
い
て
は
、
減
額
期
間
が

一
般
の
住
宅
の
場
合
は
５
年
度

分
、
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
な
ど
の
場
合
は
７
年
度
分
と

な
り
ま
す(

平
成
24
年
２
月
末
現

在)

。
こ
の
場
合
は
税
務
課
に
申

請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
償
却
資
産
の
評
価
》

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商

店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
や
農
業
や
不
動

産
賃
貸
業
を
行
っ
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・
器

具
・
備
品
・
構
築
物
な
ど
の
事
業
用
資
産
を

い
い
ま
す
。

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
状
況
に
よ
り

課
税
し
ま
す
の
で
、
事
業
を
営
む
会
社
や
個

平
成
24
年
度
土
地
お
よ
び
家
屋

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

市
が
課
税
し
て
い
る
す
べ
て
の
土
地
ま
た

は
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た
縦
覧

帳
簿
を
、
所
有
す
る
物
件
に
応
じ
て
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
縦
覧
の

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
期
間

４
月
２
日(

月)

〜
５
月
１
日(

火)

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
き
ま
す
。

●
時
間

８
時
30
分
〜
17
時

●
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
人

納
税
義
務
者
本
人
ま
た
は
委
任
を
受
け
た

代
理
人

●
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
縦
覧
す
る
人
の
印
鑑

・
代
理
人
の
場
合
は
納
税
義
務
者
か
ら
の
委

任
状

・
法
人
の
場
合
は
法
人
登
記
で
登
録
し
た
実

印
に
よ
る
委
任
状

●
固
定
資
産
課
税
台
帳(

名
寄
帳)

の
閲
覧

課
税
台
帳
は
、
本
人
資
産
に
係
わ
る
部
分

に
限
り
常
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人
は
、
所
有
者
、
所
有
者
か
ら

の
委
任
状
を
持
っ
て
き
た
代
理
人
、
借
地
・

借
家
人(

※
賃
貸
借
契
約
書
が
必
要)

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
　
固
定
資
産
税
担
当

《
よ
く
あ
る
質
問
》

Ｑ
平
成
23
年
10
月
に
住
宅
を
壊

し
ま
し
た
が
、
土
地
に
つ
い

て
平
成
24
年
度
か
ら
税
額
が
急
に
高

く
な
っ
た
の
で
す
が
？

Ａ
土
地
の
上
に
一
定
要
件
を
充

た
す
住
宅
が
あ
る
と
「
住
宅

用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
」

が
適
用
さ
れ
税
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

住
宅
の
減
失
や
そ
の
住
宅
と
し
て
の

用
途
を
変
更
す
る
と
、
本
特
例
の
適

用
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
１
月
１
日(

賦
課
期
日)

時

点
で
土
地
の
用
途
が
変
わ
っ
て
い
た

場
合
、
農
地
転
用
・
建
築
許
可
・
開

発
許
可
な
ど
の
手
続
き
に
よ
り
法
令

規
制
が
変
更
に
な
っ
た
土
地
の
場
合

も
、
評
価
を
見
直
す
た
め
税
額
が
変

わ
り
ま
す
。

Ｑ
平
成
23
年
12
月
に
土
地
の
売
買
契
約
を
行

い
、
平
成
24
年
２
月
に
買
主
へ
の
所
有
権

移
転
登
記
を
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
分
の
固
定

資
産
税
は
誰
に
課
税
さ
れ
ま
す
か
？

Ａ
平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
は
売
主
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、

賦
課
期
日(

毎
年
１
月
１
日)

現
在
に
、
登
記
簿
に
所

有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

Ｑ
平
成
20
年
９
月
に
住
宅
を
新
築
し
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
度
分
か
ら
家
屋
の
税
額
が

急
に
高
く
な
っ
た
の
で
す
が
？

Ａ
平
成
21
〜
23
年
度
分
に
つ
い
て
は
税
額
が

２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
減

額
適
用
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の

税
額
に
戻
っ
た
た
め
で
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
築
の
住
宅
に
対
し
て

は
、
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
年
度
か
ら
３
年
度
分(

３
階
建
以
上
の
中
高

層
耐
火
住
宅
等
は
５
年
度
分)
に
限
り
、
居
住
部
分

の
床
面
積
１
２
０
㎡
分
ま
で
に
つ
い
て
、
税
額
が

２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

人
は
資
産
の
種
類
、
取
得
価
額
、
取
得
時

期
、
耐
用
年
数
な
ど
を
毎
年
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
に
つ
い
て
も
、
固
定
資
産
評
価

基
準
に
基
づ
い
て
評
価
し
ま
す
。
評
価
額

は
、
償
却
資
産
の
取
得
価
額
を
基
礎
と
し

て
、
耐
用
年
数
に
応
じ
た
償
却
資
産
の
価

値
の
減
少
を
考
慮
し
算
出
し
ま
す
。
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■
排
水
設
備
の
設
置
や
便
所
の
水
洗

化
工
事
は
お
早
め
に

下
水
道
は
、
各
家
庭
が
く
み
取

り
便
所
の
水
洗
化
や
台
所
・
風

呂
な
ど
の
排
水
設
備
の
設
置
工

事
を
行
い
、
下
水
道
に
流
す
こ

と
に
よ
っ
て
初
め
て
価
値
あ
る

も
の
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
法
に
お
い
て
は
、
供
用

開
始
区
域
に
な
る
と
家
屋
の
所

有
者
は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら

３
年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
を

水
洗
便
所
に
改
造
す
る
こ
と
や
、

台
所
・
風
呂
な
ど
の
生
活
排
水

は
遅
滞
な
く(

お
お
む
ね
一
年
以

内
に)

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

こ
と
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
水
洗
化
工
事
は
市
指
定
工
事
店
へ

宅
地
内
の
排
水
設
備(

水
洗
化)
工

事
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
店

で
な
け
れ
ば
工
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
水
洗
化
工
事

を
す
る
と
き
は
直
接
指
定
工
事

店
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
は
、
市
が
定
め
た

施
工
基
準
に
基
づ
い
て
申
請
か

ら
施
工
ま
で
を
行
い
、
工
事
完

了
後
、
市
が
検
査
し
ま
す
。(

指

定
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
上
下
水
道
部
業

務
課
の
欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す)

■
受
益
者
負
担
金
の
制
度

下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
利
益

を
受
け
る
土
地
の
所
有
者
に
下

水
道
建
設
費
の
一
部
を
一
度
だ

け
負
担
し
て
も
ら
い
、
下
水
道

整
備
を
一
日
も
早
く
計
画
的
に

実
施
し
よ
う
と
い
う
の
が
受
益

者
負
担
金
の
制
度
で
す
。

負
担
金
は
、
土
地
の
面
積
１
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
２
８
０
円

を
乗
じ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

■
下
水
道
使
用
料

下
水
道
を
使
用
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
汚
水
の
排
出
量
に
応
じ

て
下
水
道
使
用
料
を
２
カ
月
ご

と
に
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。
使

用
料
は
下
水
道
施
設
の
維
持
・

管
理
運
営
費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

水
道
水
だ
け
を
利
用
し
て
い
る

家
庭
は
、
基
本
料
金
と
使
用
し

た
水
道
水
量
に
基
づ
い
た
従
量

使
用
料
を
合
わ
せ
た
金
額
と
な

り
ま
す
。
井
戸
利
用
の
家
庭
は
、

汚
水
排
出
量
を
認
定
し
て
請
求

さ
れ
ま
す
。

■
５
月
か
ら
公
共
下
水
道
を
使
え
る

区
域
が
広
く
な
り
ま
す

５
月
か
ら
供
用
開
始
す
る
区
域
は

筑
紫
・
永
岡
・
原
の
一
部
で
す
。

■
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

５
月
か
ら
供
用
開
始
す
る
区
域

を
対
象
に
地
元
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
土
地
・
建
物
の

所
有
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
に
地
上
権
な
ど
を
設
定
し

て
い
る
土
地
の
所
有
者
は
、
権

利
者
も
一
緒
に
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

(

対
象
者
に
は
、
地
元
説
明
会
の

資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
確

認
を
お
願
い
し
ま
す)

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
生
活
は
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

市
で
は
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
私
た
ち
の
世
代
だ
け
で
な
く
、
次
の

世
代
ま
で
も
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
生
活
環
境
の
向
上
、
河
川
の
浄
化
、

水
質
の
保
全
な
ど
を
目
的
に
、
昭
和
50
年
か
ら
「
公
共
下
水
道
」
の
事
業

を
開
始
し
、
積
極
的
に
推
進
し
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
下
水
道
処
理
区
域
内
人
口
に
対
す
る
水
洗
化

率
は
95
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
整
備
し
て
き
た
下
水
道
施
設
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
利
用
が
あ
っ
て
初
め
て
価
値
の
あ
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
地

域
の
生
活
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
内
に
お
い
て
、
水
洗
へ
の
切
替
工
事
を
し
て

い
な
い
人
は
、
一
日
も
早
い
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

《地元説明会日程》

■
問
い
合
わ
せ
先
■

上
下
水
道
部
業
務
課

(

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
前
・
上
下
水

道
部
庁
舎
２
階
）

▽
料
金
に
関
す
る
こ
と

(

９
２
３)

７
１
１
１

▽
宅
地
内
工
事
に
関
す
る
こ
と
　

(

９
２
３)

７
１
７
２

月　日 時　間 会　場 対象行政区

４月12日
(木)

19時～21時
ＪＡ筑紫
筑紫駅前支店

筑  紫

４月15日
(日)

10時～12時
上下水道部
１階　会議室

※上記の会場で
参加できない
人

～安
あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

な水
みず

の利
り

用
よう

を～
市では、保健衛生や火災対策など住民福祉の向上

と安全で安心して使用できる飲料水の確保を目指
し、水道水の供給に努めています。
水道水の供給は昭和35年から始まり、平成22年

度の給水人口は、80,899人で、行政区人口に対す
る普及率は79.96％となっています。
水道水は、水道法などによりきめ細やかな水質基

準が定められ、市においても定期的に水質検査を行
う安全で安心なものです。
給水区域内において、まだ水道水を利用していな

い場合は、利用の検討をお願いします。
水道水を利用する場合は、市指定給水装置工事事

業者へ申し込んでください。申請から施工までを行
い、工事完了後、市が検査します。
水道水を利用する際は、工事費のほかに加入金や

手数料が必要です。(井戸から水道水利用への切り
替えについては、加入金の減免規定があります)
詳細は、市ホームページをご覧になるか、問い合

わせください。
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●対象(次の①～③のいずれかに該当する世帯)
①児童扶養手当の支給を受けている世帯
②平成23年度市民税所得割額が、54,200円以下
の世帯
③生活保護の停止、廃止を受けて１年以内の世帯

●受付期間および認定期間
受付は４月２日(月)から随時行います。
認定・支給は申請した月(前住所地との重複支給
はありません)から平成25年３月31日までです。
５月末日までに申請した場合は、４月分から支給
されます。
※６月１日以降に申請した人は、平成24年度市
民税額により認定します。(認定基準額が変わ
ります。基準額が決定次第、学校を通じて保護
者に連絡します)

●申し込み・問い合わせ先
▽市内各小中学校
▽市教育委員会　学校教育課

経済的理由により就学困難と認められる児童
とその保護者に対し、義務教育を受けるための
学用品費や給食費などの援助を行います。

地方分権改革に伴い、平成24年４月１日から、
福岡県の事務の一部が市に移譲され、受付や問い
合わせの窓口などが県から市へ変わります。
詳しくは、下記の窓口に問い合わせください。

※上記以外の事務についても、権限の移譲や義務規定
が見直されています。

内　容 窓　口

家庭用品や消費生活用製品の販売事業者

などに対する表示の指示や立入検査など
安全安心課

隣保事業に関する届出 人権政策課

ガス用品、電気用品、液化石油ガスの販

売事業者などからの報告徴収や立入検査

など

商工農観光課

都市計画施設区域や土地区画整理事業施

行区域内における建築許可の申請など

・都市計画施設区域

・土地区画整理事業施行区域内

都市計画課

区画整理課

路外駐車場の設置の届出など 維持管理課

●問い合わせ先 人事課  行政管理担当

●
対
象
と
な
る
生
垣

生
垣
の
長
さ
３
ｍ
以
上(

１
ｍ
に

つ
き
２
本
以
上
列
殖
・
樹
木
の

高
さ
１
ｍ
以
上)

※
樹
種
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん

●
対
象
と
な
る
人

筑
紫
野
市
の
次
に
掲
げ
る
区
域
に

住
宅
用
地
を
所
有
し
、
新
た
に

生
垣
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人

①
市
街
化
区
域

②
市
街
化
調
整
区
域
に
定
め
ら
れ

た
地
区
計
画
の
区
域

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で

締
結
さ
れ
た
建
築
協
定
の
区
域

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
人
、
生
垣
の
や
り
直
し

や
補
修
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

●
対
象
と
な
る
設
置
場
所

住
宅
用
地
の
道
路
に
面
し
た
部
分

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
後
や
横
や
隣

地
境
界
部
分
は
、
対
象
外

※
宅
地
用
地
が
道
路
よ
り
、

高
い
場
合
は
高
低
差
２
ｍ
以
下
、

低
い
場
合
は
道
路
面
か
ら
樹
高

１
ｍ
以
上
確
保
す
る
こ
と

●
補
助
金
額

生
垣
の
長
さ
３
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満

は
、
２
万
円
。

４
ｍ
以
上
の
場
合
、
３
ｍ
か
ら

１
ｍ
増
す
ご
と
に
２
千
円
を
加

算
し
ま
す
。（
上
限
５
万
円)

●
補
助
金
の
受
け
方

補
助
金
を
受
け
る
際
は
、
生
垣

を
設
置
す
る
前
に
市
へ
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
設
置
後

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
付
開
始
　
４
月
２
日(

月)

〜

●
注
意
事
項

補
助
金
の
額
は
、
生
垣
設
置
後
、

職
員
が
現
地
を
確
認
し
確
定
と

な
り
ま
す
。
　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
場
合

は
、
遵
守
事
項
が
あ
り
ま
す
。

遵
守
事
項
が
守
ら
れ
な
い
場
合

な
ど
に
は
、
補
助
金
の
返
還
を

求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
で
の

交
付
と
な
り
ま
す
。
予
算
額
を

超
過
し
た
場
合
、
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
交
付
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
計
画
課
　
土
地
利
用
担
当

市
で
は
、
緑
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
生
垣
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
人
を
対
象

に
、
設
置
費
用
の
助
成
と
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
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【市役所内「赤ちゃんの駅」場所】

本
館

１
階

授乳室(赤ちゃんの駅)

４
月
６
日(

金)

か
ら
、
市
役
所
本
館
１

階
正
面
玄
関
横
に
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を

設
置
し
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
は
、
乳
幼
児
を
連

れ
て
外
出
し
て
い
る
保
護
者
が
、
授
乳
や

お
む
つ
替
え
な
ど
で
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ

と
の
で
き
る
施
設
で
す
。
来
庁
の
際
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
後
、
市
内
の
各
公
共
施
設
や
民
間
事

業
者
へ
も
協
力
を
お
願
い
し
、「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
】

●
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
　
保
育
担
当

★
健
康
度
測
定(

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス)

安
全
に
効
果
的
な
運
動

を
行
う
た
め
の
体
力
測

定
で
す
。
後
日
、
測
定

結
果
に
基
づ
き
、
個
人

に
合
わ
せ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
開
始
し
ま
す
。

し
っ
か
り
健
康
づ
く
り

運
動
を
し
た
い
人
、
運
動
の
方
法
が
分
か
ら
な

い
人
、
こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め
た
い
け
ど
不
安

に
思
っ
て
い
る
人
に
お
す
す
め
で
す
。
所
要
時

間
は
、
約
１
時
間
30
分
で
す
。

●
内
容医

師
の
問
診
、
安
静
時
と
運
動
時
の
血
圧
、

心
電
図
測
定
、
形
態
測
定(

身
長
、
体
重
、

体
脂
肪
率
、
腹
囲)

、
体
力
測
定(

自
転
車
こ

ぎ
、
筋
力
、
柔
軟
性
、
平
衡
性
、
敏
捷
性)

●
測
定
日

４
月
26
日(

木)

・
５
月
24
日(

木)

・
６
月
28
日(

木)

●
時
間
　
13
時
〜
17
時(

受
付
15
時
30
分
ま
で)

●
料
金

２
０
０
０
円

●
持
参
す
る
物

１
年
以
内
の
健
康
診
断
結
果
表
、
運
動
着
、

上
履
き
の
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

●
受
付
開
始

４
月
13
日(

金)

、
９
時
〜

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
事
前
に
来
室
し
て
申

し
込
み

★
利
用
コ
ー
ス
の
ご
案
内

●
料
金

▽
市
内
在
住
者
＝
３
５
０
円

▽
市
内
在
勤
者
＝
７
０
０
円

※
予
約
し
て
10
回
利
用
す
る
と
１
回
無
料

●
時
間

１
回
２
時
間
ま
で

●
コ
ー
ス

▽
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス

事
前
に
「
健
康
度
測
定
」
を
受
け
た
人
の

た
め
の
コ
ー
ス
で
す
。
利
用
す
る
際
は
予

約
が
必
要
で
す
。

・
日
時

▽
火
〜
金
曜
日
＝
９
時
〜
21
時

▽
土
・
日
曜
日
、
祝
日(

月
曜
日
除
く)

＝

９
時
〜
17
時

▽
フ
リ
ー
コ
ー
ス

す
ぐ
に
始
め
ら
れ
ま
す
。
予
約
不
要
で
す

が
、
混
み
合
う
場
合
が
多
い
の
で
、
予
約

を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
日
時

▽
火
〜
金
曜
日
＝
12
時
〜
21
時

▽
土
・
日
曜
日
、
祝
日(

月
曜
日
除
く)

＝

９
時
〜
17
時

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
健
康
測
定
室

(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内)

(

９
２
０)

８
０
７
０

★
利
用
対
象
者

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
、
20
歳
以
上
の
人
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【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
818-

0065
市
内
諸
田
１
７
２

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(

９
２
３)

６
２
９
０

★
対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
興
味
が
あ
る
人
や
も
っ
と
健
康
に
な
り
た
い
人

※
１
人
１
コ
ー
ス(

曜
日)

を
選
ん
で
く
だ
さ
い

子
育
て
支
援
課
で
は
、
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業(

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
、
つ
ど
い
の
広
場)

の
た
め
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
必
要
な
資
格

保
育
士
資
格

●
勤
務
内
容

親
子
教
室
の
企
画
、
運
営
、
子
育
て
相
談
業
務
、

子
育
て
情
報
誌
の
作
成
な
ど

●
募
集
人
数

２
人

●
勤
務
形
態

月
〜
金
曜
日
、
８
時
30
分
〜
17
時

※
行
事
な
ど
で
勤
務
日
・
時
間
の
変
更
あ
り

●
勤
務
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
つ
ど
い
の
広
場

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
臨
時
職
員
登
録
申
込
書(

写
真
・
要)

②
保
育
士
証(

写
し)

※
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
の
希
望
職
種
の
『
５
、
そ
の
他
』
の

欄
に
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
つ
ど
い
の
広
場
希
望
」

と
朱
書
き
の
上
、
人
事
課
に
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
登
録
後
、
必
要
に
応
じ
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

賃
金
は
、
日
額
６
９
０
０
円
で
す
。

勤
務
条
件
な
ど
は
、
採
用
時
に
説
明
し
ま
す
。

採
用
期
間
に
よ
っ
て
、
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
な

ど
に
加
入
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
子
育
て
支
援
課
　
保
育
担
当

ス
ポ
ー
ツ
を
こ
れ
か
ら
始
め
て
み

た
い
人
で
も
安
心
し
て
行
え
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
行
い
ま
す
。
各
10
回
程
度

フ
ィ
ジ
カ
ル
ラ
イ
フ(

前
期)

▽
月
曜
日
コ
ー
ス

い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
楽
し
み
た

い
人
に
オ
ス
ス
メ

・
９
時
〜
11
時
／
先
着
30
人

▽
火
曜
日
コ
ー
ス

運
動
経
験
者
の
人
に
オ
ス
ス
メ

・
10
時
〜
12
時
／
先
着
45
人

託
児(

満
１
歳
以
上)

あ
り

▼
先
着
10
人
程
度

▼
託
児
料
１
人
に
つ
き
千
円

▼
別
途
、
申
込
用
紙
あ
り

▽
木
曜
日(
朝)

コ
ー
ス

い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
楽
し
み
た

い
人
に
オ
ス
ス
メ

・
９
時
〜
11
時
／
先
着
30
人

▽
木
曜
日(

夜)

コ
ー
ス

昼
間
、
忙
し
い
人
に
オ
ス
ス
メ

・
19
時
30
分
〜
21
時
30
分
／
先
着

30
人

に
こ
レ
ク(

前
期)

ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
よ
う
な

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
自
分

の
ペ
ー
ス(

に
こ
に
こ
ペ
ー
ス)

で

行
え
る
楽
し
い
運
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
各
15
回
程
度

▽
水
曜
日
コ
ー
ス

・
10
時
〜
12
時
／
20
人
／

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
金
曜
日
コ
ー
ス

・
10
時
〜
12
時
／
20
人
／

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

３
千
円(

保
険
料
含
む)

※
初
回
に
徴
収
し
ま
す

●
申
込
方
法

４
月
10
日(

火)

ま
で(

消
印
有
効)

に
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
「
氏
名(

ふ

り
が
な)

・
年
齢
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
動
機
」

を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▽
土
曜
日
コ
ー
ス

運
動
を
始
め
て
み
た
い
人
に
オ

ス
ス
メ

・
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
／
先
着

30
人

●
場
所

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

２
千
円(

保
険
料
含
む)

※
申
込
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す

●
受
付
期
間

４
月
11
日(

水)

〜
14
日(

土)

９
時
〜
17
時(

12
日(

木)

は
22

時
、
14
日(

土)

は
12
時
ま
で)

※
４
月
２
日(

月)

か
ら
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
申
込

用
紙
を
配
布
し
ま
す

●
受
付
場
所

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

窓
口

※
申
し
込
み
は
参
加
者
本
人
お
よ

び
参
加
者
の
家
族
に
限
り
ま
す
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『ひとさじで料亭の味！魔法の糀レシピ』
浅利妙峰／著(講談社)

▽『最高の親孝行』米山公啓／著(アス

キー・メディアワークス)　▽『羽生善

治の将棋を始めたい人のために』羽生

善治／著(成美堂出版)　▽『老眼革命』

坪田一男／著(日本評論社)　▽『花言

葉をさがして』ヴァネッサ・ディフェ

ンバー／著(ポプラ社)　▽『あの企業

の入社試験に、あのひとが答えたな

ら。』「あの企業の入社試験に、あのひ

とが答えたなら。」プロジェクト／著

(青志社)　▽『プロが教えるおいしい

果樹の育て方』小林幹夫／監修(西東

社)　▽『不安家族－働けない転落社会

を克服せよ』大島寧子／著(日本経済新

聞出版社)　▽『タマゴマンのもと』坂

本勤／著(北海道新聞社)　▽『いいね

ぇ～江戸売り声』宮田章司／著(素朴

社)　▽『見て見ぬふりをする社会』マ

ーガレット・ヘファーナン／著(河出書

房新社)

その他の新刊

移動図書館車巡回表

「糀(こうじ)」(『麹』とも)とは、米か大麦、
または大豆に糀菌という微生物(カビの仲間)
を繁殖させたもの。米で作ったものは米糀、
大麦で作ったものは麦糀、大豆で作ったもの
は豆糀。みそ、しょうゆ、酢、酒、甘酒、漬
物など、日本の発酵食品作りにかかせない原
料として古くから利用されてきました。(「糀
ってどんなもの？」より)
知っているようで意外と知らない糀。この

本では、糀が作られる過程から、糀が体によい理由、料理での使い
方などさまざまなことが書かれています。糀、塩、水で作る塩糀は、
野菜はもちろん、肉や魚介と組み合わせるだけで、素材そのものの
うまみを引き出します。長寿国日本の発酵食品として世界的にも高
い評価を受けているそうです。

４月の図書館休館日は、２・９・16・23・25・30日です。　【市民図書館　 (９２８)４３４３】

絵
本
や
紙
芝
居
は
子
ど
も
た
ち
が
モ
ノ
の
名
前
を
覚

え
た
り
、
想
像
し
た
り
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
助
け

ま
す
。
作
品
の
世
界
に
子
ど
も
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
方

法
を
こ
の
講
座
で
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

１
回
目
は
、
絵
本
の
選
び
方
・
読
み
聞
か
せ
の
仕
方

を
中
心
に
、
近
年
、
出
版
さ
れ
た
お
す
す
め
の
絵
本
を

紹
介
し
ま
す
。

２
回
目
は
、「
す
て
き
な
紙
芝
居
の
世
界
〜
そ
の
秘
密

と
演
じ
方
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、「
絵
本
と
紙
芝
居
の
ち
が

い
」「
作
品
の
奥
底
に
あ
る
も
の
」「
紙
芝
居
の
選
び
方

と
演
じ
方
」
な
ど
を
中
心
に
お
話
し
ま
す
。

●
日
時

①
５
月
９
日(

水)

、
10
時
30
分
〜
12
時

②
５
月
16
日(

水)

、
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

●
場
所

市
民
図
書
館
　
集
会
室

●
講
師

①
前
園
敦
子(

ま
え
ぞ
の
あ
つ
こ)

さ
ん

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の
会
理
事
。
春
日
市
で

子
ど
も
の
本
専
門
店
を
経
営
し
な
が
ら
、
各

地
で
子
ど
も
読
書
の
講
師
と
し
て
活
動
中
。

②
松
井
エ
イ
コ(

ま
つ
い
え
い
こ)

さ
ん

壁
画
家
・
紙
芝
居
作
家
。
紙
芝
居
作
品
に

『
か
ず
と
か
た
ち
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
全
５
巻
』、

平
和
紙
芝
居
『
二
度
と
』(

童
新
社
刊)

が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ド
イ
ツ
、
中
国
、

日
本
各
地
で
講
演
活
動
中
。

●
募
集
人
数

各
先
着
25
名(

ど
ち
ら
か
１
日
で
も
可)

●
受
付
開
始

４
月
４
日(

水)

、
10
時
〜

●
申
込
方
法

市
民
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
図
書
館
　

(

９
２
８)

４
３
４
３

と　　    しょ         かん
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 （923）1111にお願いします

「「
子
ど
も
た
ち
に
こ
そ
、

本
物
を
！
」

そ
の
だ
ひ
さ
こ

昨
年
12
月
、
田
川
市
立
美
術
館

で
絵
本
『
い
の
ち
の
花
』(

絵：

丸

木
俊
／
文：

そ
の
だ
ひ
さ
こ)

の
原

画
展
を
開
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が

実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
原
画
展
は
、

何
人
も
の
現
場
の
先
生
方
の
思
い

が
寄
り
あ
わ
さ
れ
、
束
ね
ら
れ
て

６
年
が
か
り
で
実
現
し
た
の
で
す
。

田
川
市
の
伊
田
中
学
校
は
、
こ

の
絵
本
『
い
の
ち
の
花
』
を
教
材

に
し
た
人
権
学
習
を
６
年
前
か
ら

や
っ
て
い
ま
す
。
絵
本
を
見
せ
ず

に
、
私
の
「
詩
」
の
み
で
読
み
を

深
め
た
う
え
で
、
一
番
心
に
残
っ

た
詩
句
を
選
ば
せ
、
そ
れ
を
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
感
想
画
に
自
由
に

表
現
す
る
と
い
う
や
り
方
で
す
。

ク
ラ
ス
で
の
全
員
の
発
表
の
あ
と
、

十
数
枚
の
絵
が
公
開
人
権
学
習
の

場
で
拡
大
し
て
紹
介
さ
れ
、
な
ぜ

こ
の
詩
句
を
選
び
、
こ
の
よ
う
な

絵
を
描
い
た
の
か
、
と
い
う
子
ど

も
た
ち
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。

私
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を

聞
い
て
、
初
め
て
見
た
絵
に
コ
メ

ン
ト
を
し
ま
す
。
選
ば
れ
た
私
の

詩
句
へ
の
思
い
を
語
り
な
が
ら
、

ど
の
子
に
も
評
価
し
、
き
っ
ち
り

励
ま
す
と
い
う
数
10
秒
の
即
興
の

勝
負
の
場
で
す
。
講
演
と
は
ま
た

違
う
、
ド
キ
ド
キ
、
わ
く
わ
く
の

即
興
の
緊
張
感
あ
ふ
れ
た
”
刻と

き

“

で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想
画
は
、

こ
こ
１
、
２
年
だ
ん
だ
ん
個
性
も

で
て
深
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
６
年
間
継
続
し
て
取
り

組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
実
現

力
を
高
め
つ
づ
け
て
こ
ら
れ
た
先

生
た
ち
の
揺
さ
ぶ
り
や
、
実
践
の

深
ま
り
を
意
味
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

あ
る
と
き
、
暗
い
場
面
に
白
い

十
字
架
だ
け
が
く
っ
き
り
、
ぎ
っ

し
り
描
い
て
い
る
感
想
画
が
あ
り

ま
し
た
。「
五
人(

五
人
衆
の
こ
と)

は
絶
対
に
無
実
だ
と
い
う
こ
と
が

言
い
た
か
っ
た
」
と
そ
の
子
は
言

葉
少
な
に
言
い
ま
し
た
。
ぐ
っ
と

胸
に
来
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

「
気
持
ち
が
と
て
も
、
と
て
も
良
く

伝
わ
っ
て
く
る
よ
」
と
ほ
め
ま
し

た
。
そ
の
子
の
は
に
か
み
の
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
画
面

い
っ
ぱ
い
に
シ
ッ
ク
に
カ
ラ
フ
ル

に
描
か
れ
た
抽
象
画
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
人
々
の
悲
し
み
、

人
々
の
怒
り
、
人
々
の
誇
り
…
と

区
分
け
さ
れ
た
画
面
の
色
が
そ
れ

ぞ
れ
を
主
張
し
、
目
が
釘
づ
け
に

な
る
よ
う
な
絵
で
し
た
。
私
な
ど

が
絶
対
に
描
け
な
い
絵
で
す
。

こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
こ
そ

”本
物
“
を
見
せ
た
い
と
、
か
か
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
も
私
も
自
然

に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
美

術
館
に
相
談
し
、
田
川
市
人
権
・

同
和
教
育
推
進
協
議
会
が
動
き
、

最
後
は
田
川
市
教
育
委
員
会
も
支

援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
、
６
年
が
か
り
で
何
か
が
少

し
ず
つ
動
き
、
原
画
展
が
実
現
し

ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
務
課
人
権
・
同
和
教
育
担
当

日本画家の平山郁夫は、62年にわたる作画活動
とともに世界各地で崩壊の危機に瀕している文化
遺産に対する保護活動を通して、世界平和を希求
し続けました。そこには15歳で被爆した自身の体
験から、文化遺跡を守ることは平和への道に通じ
るという強い信念がありました。
彼が生涯でシルクロードを歩いたのは、およそ

地球９周分(40万km！)とも言われます。彼の目に
シルクロードはどのように映ったのでしょうか。
特別展の担当学芸員が、平山郁夫の世界にせま

ります。

九
州
国
立
博
物
館
の
特
別
展
「
平
山
郁
夫
　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
軌
跡
̶

人
類
の
遺
産
に
か
け
た
画
家
の
人
生
̶
」(

５
月
27
日(

日)

ま
で
開
催
中)

の

解
説
講
座
を
行
い
ま
す
。

●日　時 ４月20日(金)、15時～16時30分
（受付は14時45分～）

●講　師 臺信 祐爾(だいのぶ ゆうじ)さん
(九州国立博物館）

●場　所 歴史博物館　２階　研修室
●申込期間 ４月13日(金)、９時～
●申込方法 電話受付のみ
●申し込み・問い合わせ先
歴史博物館　 (９２２)１９１１

菩薩半跏思惟坐像菩薩半跏思惟坐像
クシャーン朝・２～３世紀クシャーン朝・２～３世紀
パキスタン、ガンダーラパキスタン、ガンダーラ
山梨・平山郁夫シルクロード美術館蔵山梨・平山郁夫シルクロード美術館蔵

菩薩半跏思惟坐像
クシャーン朝・２～３世紀
パキスタン、ガンダーラ
山梨・平山郁夫シルクロード美術館蔵



もやいとは、地域共同体をさしており、地域のふれあ
いや仲間づくり・連帯をあらわすことばです。お互い
に交流・連帯して地域づくりをすすめたいという願い
をこめて、生涯学習情報「もやい」と名付けました。

【【問い合わせ先問い合わせ先】】生涯学習課生涯学習課
☎　 ０９２(９１８)３５３５　☎　 ０９２(９１８)３５３５
　FAX   ０９２(９２３)０４１６　FAX   ０９２(９２３)０４１６
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1　利用者登録
　生涯学習センター受付で、本人
　確認ができる書類 ( 運転免許証、
　健康保険証など ) を提示して
　手続きしてください。
　ID・パスワードを作成します。

2　仮予約
　下記「公共施設予約システム」にアクセスして
　(携帯電話からも可)、 ID・パスワードを入力
　

　仮予約ができるのは使用日の2カ月前からです。
　休館日に重なる場合は、その翌日からになります。
　【公共施設予約システム】
　http://www.11489.jp/chikushino/web/

　

3　使用許可申請
　仮予約から 7日以内に、生涯学習センター受付
　で使用許可申請の上、使用料をお支払いください。
　使用許可書をお渡しします。(使用の確定 )
※「使用許可申請」がない場合、仮予約は取り消し
　となります。

生涯学習センターからのお知らせ

「まちづくり」を応援する 「まちづくり」を応援する
サポーター課程 受講生募集！サポーター課程 受講生募集！

■学習内容 「街づくり」サポーターとしての技術・
　技能の習得に必要な学習。
 　(講義、実習、視察研修、演習、プログラム作り学習 )
■期間および日時　５月～翌年１月までの間、原則
　として毎回木曜日、９時 30 分～12 時 ( 全 13 回 )
　※学習内容によっては変更があります。
■会　場　生涯学習センター
■募集内容・定員　「街づくり」サポーター課程・15人
■受講料　原則として無料
　※ただし、教材費補助費として年間 1,500 円
■申し込み方法　４月17日 (火 )～４月26日 (木 )
　の間に生涯学習センターで配付する申込書に必要
　事項を記入して申し込みください。(FAX も可 )

申し込み・問い合わせ先
生涯学習課　生涯学習推進担当

☎ (918)3535( 代表 )　FAX(923)0416

　地域を活性化させる仕掛人となり、いきいき
と活動する「サポーター」の育成と、人材をい
かした「街づくり」を目的とした講座です。

【23年度の学習内容】
 ・サポーターとしての基礎知識 (プログラム作成、
　先進地視察研修、実践例検証など )
 ・アイスブレーキングの手法としてレクリエーショ
　ン学習
 ・学習成果発表として「生涯学習フェスティバル」
　での来場者を対象にしたイベント実施

※竜岩自然の家、各コミュニティ施設に
　ついては、インターネット、携帯電話から
　施設の空き状況のみ確認できます。

〔携帯用QRコード (二次元バーコード)〕
QR コード読み取り可能な携帯電
話をお持ちの方は左のマークから
アクセスできます。

まずは
受付で登録
してください

 資格は必要ありません。
熱意のあるあなたの
  受講を待っています！

※詳細は市のホームページでも案内します。

問い合わせ先
  ◆生涯学習センター　　　☎ (918)3535( 代表 )
  ◆竜岩自然の家　　　　　☎ (921)3455
  ◆山口コミュニティセンター　　☎ (922)2551
  ◆山家コミュニティセンター　　☎ (926)2809
  ◆御笠コミュニティセンター　　☎ (922)2601
  ◆筑紫多目的集会施設　　　　　☎ (926)2913
  ◆二日市コミュニティセンター　☎ (920)5123
  ◆筑紫南コミュニティセンター　☎ (919)8400

することによって、施設の空き状況の確認、
　仮予約、仮予約の変更、キャンセルができます。
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「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
ち
く
し
の
」
は
、

会
員
登
録
し
た
人
の
子
ど
も
の
預
か
り
や
保
育
所(

園)

な

ど
へ
の
送
り
迎
え
な
ど
を
行
う
、
市
の
子
育
て
支
援
事
業

で
す
。

▽
子
ど
も
を
預預
け
る
側
の
「
お
ね
が
い
会
員
」
登
録

①
の
事
業
説
明
が
あ
る
回
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
子
ど
も
を
預
か
る
側
の
「
ま
か
せ
て
会
員
」
登
録

①
〜
④
の
全
て
の
学
習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
員
登
録
を
希
望
し
な
い
人
で
も
参
加
は
自
由
で
す
。

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
と
内
容
（
申
込
不
要
）

①
４
月
15
日(

日)

、
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

・
事
業
説
明

・
「
遊
ん
で
学
ん
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

矢
幡
道
子
さ
ん(

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

②
５
月
16
日(

水)

、
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

・
「
看
病
の
仕
方
」
幼
児
安
全
法
　
日
赤
安
全
教
室

③
５
月
31
日(

木)

、
10
時
〜
12
時

・
「
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
為
に
…
地
域
の
役
割
り
」

岡
本
健
二
さ
ん(

大
牟
田
市
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

④
６
月
16
日(

土)

、
10
時
〜
12
時

・
「
一
日
の
ス
タ
ー
ト
は
、
朝
ご
は
ん
か
ら
!!
」

山
田
管
理
栄
養
士(

市
健
康
推
進
課)

●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
託
児(

無
料)

希
望
者
は
各
日
程
の
一
週
間
前
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

当
日
の
託
児
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
ち
く
し
の

(

９
２
１)

１
３
９
６

お誕生日の思い出に……３歳まで

★ ４月生まれ ★

たんじょう び

丸
まる

山
やま

紗
さ

依
い

ちゃん　１歳
（４月25日生まれ）原

元
気
で
笑
顔
が
キ
ュ
ー

ト
な
紗
依
ち
ゃ
ん

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♪
い
つ
も
喜
び
を

あ
り
が
と
う
ね

古
こ

賀
が

成
なる

美
み

ちゃん  １歳
（４月３日生まれ）筑紫

成
美
さ
ん
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
本
当
に

あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ

い
愛
情
注
ぐ
か
ら
ね
。

１
歳
の
お
誕
生
日

お
め
で
と
う

こ
れ

か
ら
も
、
お
兄
ち
ゃ

ん
達
と
仲
良
く
、
元

気
に
育
っ
て
ね

谷
たに

本
もと

光
ひかり

ちゃん　１歳
（４月16日生まれ）針摺中央

光
ち
ゃ
ん
１
歳
の

お
誕
生
日
お
め
で

と
う

い
っ
ぱ
い

笑
っ
て
大
き
く
な

っ
て
ネ
♪

石
いし

橋
ばし

正
しょう

大
た

ちゃん　１歳
（４月14日生まれ）杉塚

吉
よし

村
むら

杏
あんり

ちゃん　１歳
（４月23日生まれ）吉木

甘
え
ん
坊
で
笑
顔
が

素
敵
な
杏
ち
ゃ
ん

杏
子
の
花
の
様
に
美

し
く
沢
山
の
夢
や
希

望
を
実
ら
せ
て
ね

山
やま

口
ぐち

奏
か

音
のん

ちゃん　２歳
（４月19日生まれ）原田

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♪
元
気
い
っ
ぱ

い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
か
の
ん
が
大
好
き

だ
よ

田
た なべ

美
み

南
なみ

ちゃん　２歳
（４月21日生まれ）永岡

み
な
み
お
誕
生
日
お

め
で
と
う

お
友
達

と
た
く
さ
ん
楽
し
く

遊
ぼ
う
ね
♪
ゆ
っ
く

り
大
き
く
な
ぁ
れ

大
おお

平
ひら

悠
ゆう

太
た

ちゃん　２歳
（４月20日生まれ）紫

ゆ
う
た
ち
ゃ
ん
、

２
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
♪
元
気
で

や
さ
し
い
男
の
子
に

育
っ
て
ね

大
おお

庭
ば

啓
けい

佑
すけ

ちゃん　３歳
（４月23日生まれ）二日市北

け
い
ち
ゃ
ん
お
誕
生

日
お
め
で
と
う

い
つ
も
笑
顔
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
大
き
く

な
ぁ
れ

奥
おく

園
ぞの

啓
ひろ

貴
き

ちゃん　３歳
（４月22日生まれ）針摺中央

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
も
う
こ
ん
な
に

大
き
く
な
っ
た
ね
♪

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く

過
ご
そ
う
ね

い
つ
も
楽
し
い
お
し
ゃ

べ
り
で
家
族
を
笑
顔

に
し
て
く
れ
る
杏
那

こ
れ
か
ら
も
元
気

一
杯
で
い
て
ネ
♪

江
え

藤
とう

杏
あん

那
な

ちゃん　３歳
（４月18日生まれ）下見

◎このコーナーの申し込みは…
★誕生月の３カ月前から受け付けます。
★電話で申し込み順に定員22人まで
受け付けます。（先着順）

★７月生まれは「４月３日(火)の８時
30分ちょうど」から受け付けます。
【申し込みは秘書広報課まで】
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お 知 ら せ コ ー ナ ー

保ほ

育い
く

士し

資し

格か
く

試し

験け
ん

住
じゅう

宅
たく

用
よう

火
か

災
さい

警
けい

報
ほう

器
き

設
せっ

置
ち

促
そく

進
しん

に伴
ともな

う
消
しょう

防
ぼう

職
しょく

員
いん

の戸
こ

別
べつ

訪
ほう

問
もん

について

福岡県では、全ての住宅に住宅用火災警
報器の設置が義務付けられています。
(マンションなど、自動火災報知設備が設置
されている場合は不要です)
筑紫野消防署では、住宅火災による死傷

者をなくすため、管内の戸建住宅を消防職
員が訪問し、住宅用火災警報器の設置を促
進するための説明を、平成23年９月から
行っています。
なお、消防職員が警報器を販売するよう

なことはありませんので、悪質な訪問販売
には注意してください。

【問い合わせ先】
筑紫野消防署　警備第１係

(９２４)５０３５　

イ
ベ
ン
ト

お
も
ち
ゃ
箱
ミ
ニ
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ

た
の
し
い
お
話
や
に
ん
ぎ
ょ
う
劇

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時

４
月
７
日(

土)

、
14
時
〜

●
場
所
市
民
図
書
館

●
主
催
お
は

な
し
ど
ん
ど
ん
　
※
参
加
無
料
、
申

込
不
要
　
●
問
い
合
わ
せ
先
市
民
図

書
館

(

９
２
８)

４
３
４
３

あ
ん
な
い

●
区
分(

種
類
・
採
用
予
定
人
数)

①

警
察
官
Ａ(

男
性
・
１
７
０
人
、
女
性

・
30
人
、
武
道
指
導
・
３
人)

、
②
警

察
官
Ｃ(

経
済
・
２
人
、
語
学(

北
京
語
）

・
２
人
、
情
報
工
学
・
２
人)

●
受

●
試
験
日
筆
記：

８
月
４
日(

土)

・

５
日(

日)

／
実
技：

10
月
14
日(

日)

●
受
付
期
間

４
月
２
日(

月)

〜
５
月

14
日(

月)

消
印
有
効
　
●
受
験
申
請
書

の
請
求
開
始

４
月
２
日(

月)

〜
　
●

受
験
申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先
全
国
保
育
士
養
成
協
議

会

保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０(

４
１
９
４)

８
２
／
HP

http://w
w
w
.hoyokyo.or.jp

●
区
分
【
総
合
職
】
①
院
卒
者(

法
律

・
経
済
区
分) 

②
院
卒
者(

人
間
科
学

区
分) 

③
大
卒
程
度(

法
律
・
経
済
区

分) 

④
大
卒
程
度(

人
間
科
学
区
分)

【
一
般
職
】
⑤
大
卒
程
度

●
受
付
期

間

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
５
日

(

木)

９
時
30
分
〜
11
日(

水) 

▽
郵
送

４
月
２
日(

月)

〜
16
日(

月)

●
第
１

次
試
験

６
月
３
日(

日)

※
詳
細
は

裁
判
所
で
配
布
す
る
受
験
案
内
や
最
高

裁
HP(http://w

w
w
.courts.go.jp/)

で
確
認
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
①
、
③
、
⑤
は
福
岡
地
裁
人
事
課

(

７
８
１)

３
１
４
１
　
▽
②
、
④
は
福

岡
家
裁
総
務
課

(

５
１
０)

０
４
０
３

験
資
格
①
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
大
学(

短
大
を
除
く)

の
卒
業

者
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
　
②
昭
和
57
年
４
月
２

日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

／
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

大
学(

短
大
を
除
く)

の
卒
業
者
ま
た
は

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
　
※
①(

武
道
指
導)

と
②
は
、
他
に

も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
●
受
付
期
間
４

月
２
日(

月)

〜
23
日(

月)

●
第
１
次

試
験(

教
養
試
験)

５
月
13
日(

日)

●

試
験
会
場
九
州
産
業
大
学
　
●
問
い

合
わ
せ
先
筑
紫
野
警
察
署
総
務
第
一

課

(

９
２
９)

０
１
１
０
／
HPhttp:

//w
w
w
.police.pref.fukuoka.jp/

ぼ
し
ゅ
う

４
月
29
日
開
催
の
「
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ち
く
し
の
」
の
運
営
サ
ポ

ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
時
／
場
所
４

月
29
日(

日)

、
９
時
15
分
〜
15
時
30

分
／
カ
ミ
ー
リ
ヤ
　
●
対
象
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
高
校
生

以
上
の
人
　
●
募
集
人
数

70
人
　
●

申
込
期
限

４
月
13
日(

金)

、
17
時

●
事
前
説
明
会
４
月
14
日(

土)

、
13

時
〜
／
カ
ミ
ー
リ
ヤ
　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
野
市
社
会
福
祉

協
議
会

(

９
２
０)

８
０
０
８

●
期
間
４
月
25
日(

水)

〜
５
月
２
日

(

水)

●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
観
覧
料
無
料
　
※
柳
川
ま
り
制
作

体
験
会
４
月
27
日(

金)

・
28
日(

土)

／

先
着
５
人
／
１
人
１
５
０
０
円
／
要
予

約
　
●
問
い
合
わ
せ
先
円
城
寺

０

７
０(

５
５
４
５)

９
９
３
８

平成24年度 出
で

前
まえ

歯
し

科
か

教
きょう

室
しつ

を実
じっ

施
し

します
自治会や団体などに、歯科衛生士が出向いて歯科教室を開催しま

す。地域の健康づくりに、ぜひ役立ててください。

●対　象 15人程度のグループ(※市民に限ります)　

●回　数 １グループ１回まで

●時　間 １時間

●開催場所 市内公民館など公共的な場所

●費　用 無料 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●内　容 歯科衛生士による講話、ブラッシング指導(講話の内容は

希望に添います)

●開催日時 平成24年６月～平成25年３月　

10時～15時(土・日曜日、祝日は除く)

●申込方法 開催希望日２週間前までに、電話またはFAXで申し込み

●受付開始日 ４月５日(木)、８時30分～

※先着８グループ

●申し込み・問い合わせ先
市健康推進課　 (９２０)８６１１／FAX(９２６)６００６

平
成
24
年
度

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

警け
い

察さ
つ

官か
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

春は
る

の
お
た
の
し
み
会か

い

柳や
な

川が
わ

ま
り
さ
げ
も
ん
の
展て

ん

示じ

会か
い

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

職し
ょ
く

員い
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

子こ

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ち
く
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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サ

ク
ル

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ

ク
ル
に
直

接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
４
月
７
日(

土) 

天
満
宮
参
詣
道
を
歩

く
約
８
km
】
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
集
合
／
筑

紫
神
社

諸
田
仮
塚

針
摺
石

六

地
蔵

二
日
市
八
幡
宮(

二
日
市
宿)

【
５
月
12
日(

土) 

日
田
街
道
を
歩
く

約
６
km
】
西
鉄
朝
倉
街
道
駅
集
合
／

針
擂
石

針
摺
峠

天
山

郡
境
石

(

山
家
宿)

【
６
月
９
日(

土) 

長
崎
街
道
を
歩
く

約
５
km
】
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
集
合
／
筑
紫

神
社

下
見
橋

杉
馬
場

郡
境
石

(

山
家
宿)

●
時
間
９
時
集
合
、
12
時
解
散
予
定

●
定
員
各
20
人

●
そ
の
他
一
人
で

も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
小
雨

決
行
。
参
加
無
料(

当
日
参
加
も
受
付

し
ま
す)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
つ
く
し
郷
土
史
会(

松
尾)

(

９

２
３)

３
０
６
３

●
日
時
４
月
15
日(

日)

、
８
時
30
分

受
付

※
雨
天
時
４
月
22
日(

日)

●

場
所
山
家
ス
ポ

ツ
公
園
　
●
チ

ム
編
成
１
チ

ム
２
組(

４
人) 

※
男

女
問
わ
ず
　
●
定
員
24
チ

ム(

申
込

多
数
の
場
合
、
抽
選)

●
参
加
費

１
チ

ム
８
千
円(

協
会
加
盟
者
チ

ム
４
千
円)

●
申
込
期
限
４
月
５
日

(

木)

●
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
野
市

テ
ニ
ス
協
会

(

９
２
３)

８
１
９
０

着
物
の
着
付
け
を
ご
一
緒
に
お
け

い
こ
し
ま
せ
ん
か
？
お
貸
し
で
き
る

着
物
・
帯
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
▽
第
１
・
３
木
曜
日
、
19
時

30
分

21
時

▽
第
１
・
３
土
曜
日
、

14
時

15
時
30
分
　
●
場
所
立
明
寺

公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
先
宮
�

(

９
２
５)

８
１
１
７

気
持
ち
良
く
て
安
心
な
軽
い
運
動

を
楽
し
ん
で
ま
す
。
ひ
と
月
体
験
あ

り
。
初
心
者
、
子
連
れ
歓
迎
。

●
日
時
▽
ツ
ボ
押
し
と
呼
吸
法

月

曜
日
午
前
　
▽
ス
ロ
ト
レ
、
ピ
ラ
テ

ス
、
ス
ト
レ

チ
、
エ
ア
ロ
な
ど

水
・
木
・
金
曜
日
午
前
／
水
・
土
曜

日
夜
　
●
場
所
勤
労
青
少
年
ホ

ム

●
問
い
合
わ
せ
先
大
石

(

９
２
６)

７
７
５
１

見
学
歓
迎
し
ま
す
。

●
日
時
第
１

３
木
曜
日
、
13
時

15
時

●
場
所
二
日
市
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

　
●
問
い
合
わ
せ
先
徳

永
(

９
２
６)

０
６
０
７

●
日
時
・
場
所
▽
月
曜
日(

17
時

18

時)

・
二
日
市
東
小
学
校

▽
火
曜
日

(

17
時

18
時)

・
筑
紫
小
学
校
▽
木

曜
日(

17
時

18
時)

・
筑
紫
東
小
学
校

▽
金
曜
日(

19
時

20
時)

・
二
日
市
中

学
校

▽
土
曜
日(

18
時
30
分

20

時)

・
山
口
小
学
校
※
５
週
目
、
祝
日

は
休
み
　
●
対
象
３
歳
以
上
　
※
体

験
・
見
学
、
随
時
行

て
い
ま
す
　
●

問
い
合
わ
せ
先
進
谷

０
９
０(

１
３

４
６)

８
０
３
０

バ
レ
エ
を
取
り
入
れ
た
ス
ト
レ

チ

と
ダ
ン
ス
で
す
。
ク
ラ
シ

ク
か
ら
ポ

プ
ス
ま
で
楽
し
く
踊

て
い
ま
す
。

●
日
時
土
曜
日
、
14
時
30
分

16
時

30
分
　
●
場
所
筑
紫
南
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

●
対
象
子
ど
も(

３
歳

)

●
問
い
合
わ
せ
先
エ
レ
ガ
ン
ス
フ

ユ(

杉
山)

(

９
２
７)

１
０
５
３

バ
レ
エ
を
取
り
入
れ
た
ス
ト
レ

チ
と
ダ
ン
ス
で
す
。
姿
勢
の
良
い
女

性
に
な
り
ま
し

う
。

●
日
時
金
曜
日
、
12
時
30
分

14
時

30
分
　
●
場
所
筑
紫
南
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

　
●
対
象

成
人
女
性

●
問
い
合
わ
せ
先
ジ

エ
リ

ズ(

井

手)

０
８
０(

１
７
４
６)

０
６
４
１

楽
に
動
け
る
心
と
体
を
「
自
分
で
」

み
つ
け
る
運
動
で
す
。

●
日
時
月
曜
日
、
15
時

17
時
　
●

場
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ

●
問
い

合
わ
せ
先
矢
野

(

９
２
４)

３
４
７
７

太
極
拳
で
心
と
体
を
健
康
に
し
ま

し

う
。
ほ
か
に
も
真
向
法
と
八
段

錦(

気
功)

で
体
を
柔
軟
に
し
ま
す
。

●
日
時
土
曜
日
、
13
時

15
時
　
●

場
所
農
業
者
ト
レ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ

　
※
見
学
歓
迎
　
●
問
い
合
わ
せ
先

楊
名
時
太
極
拳(

泉
田)

(

９
２
６)

７

８
０
１

対
象
は
母
子
家
庭
の
母
・
か
つ
て

母
子
家
庭
だ

た
寡
婦
の
人
で
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
初
級
】
●
期
間
５
月
15
日

30
日
、
18
時

21
時(

平
日
10
日
間
、

計
30
時
間)

●
会
場
ク
ロ

バ

プ

ラ
ザ(

春
日
市)

●
定
員

20
人(

応
募

多
数
の
場
合
抽
選
。
応
募
数
半
数
以
下

は
中
止
の
場
合
あ
り)

●
参
加
費
用

３
１
５
０
円
程
度(

テ
キ
ス
ト
代)

●

託
児
１
歳

６
歳(

就
学
前)

●
応
募

期
限
４
月
25
日(

水)

●
問
い
合
わ

せ
先
福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ

(

５
８
４)

３
９
３
１

気き

づ
き
の
体た

い

操そ
う

エ
レ
ガ
ン
ト
ダ
ン
ス

テ
ニ
ス
ト

ナ
メ
ン
ト

ダ
ブ
ル
ス
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

Ｂ
級き

う

大た
い

会か
い

か
ら
だ
づ
く
り
サ

ク
ル

中ち

う

国ご
く

語ご

着き

物も
の

の
着き

付つ

け

史し

跡せ
き

め
ぐ
り

太た
い

極き

く

拳け
ん

空か
ら

手て

ダ
ン
ス

母ぼ

子し

家か

庭て
い

の
た
め
の

就し

う

業ぎ

う

支し

援え
ん

講こ
う

習し

う

会か
い
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ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
な
ど
の

生
活
上
の
問
題
に
関
す
る
弁
護
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時(

水
曜
日)

▽
昼(

13
時

15
時)

／
４
月
４
日
、
５
月
２
日
、
６
月
６

日
　
▽
夜(

18
時
30
分

20
時
30

分)

／
４
月
11
日
・
25
日
、
５
月
９

日
・
23
日
、
６
月
13
日
・
27
日
　
※

相
談
日
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い(

先
着
１
日
４
人)

※
相
談
時
間

は
約
30
分
で
す
　
●
場
所
ク
ロ

バ

プ
ラ
ザ(

春
日
市)

●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
福
岡
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会

(

５
８
４)

３
９
２
２

子こ

ど
も
の
養よ

う

育い
く

費ひ

な
ど
に

関か
ん

す
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

育
いく

児
じ

相
そう

談
だん

保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士・保育士など
が、子育てに関する相談に応じます。(計測のみも可)
●場所・日程 ▽生涯学習センター３階和室 ４月４日
(水)　▽カミーリヤ１階多目的ホール ４月18日(水)
●受付時間 13時30分～14時30分　●対象 就学前
の子どもと保護者(予約不要)　●持参品 母子健康手帳
●問い合わせ先 市健康推進課　 (９２０)８６１１

高
こう

齢
れい

者
しゃ

法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

●日時 毎月第２木曜日の13時30分～16時30分
●場所 市役所 第３別館 高齢者支援課内相談室
●相談員 県司法書士会指定の司法書士　●申込方法
事前に電話で予約　●申し込み・問い合わせ先 市高
齢者支援課　 (９２３)１１１１

結
けっ

婚
こん

相
そう

談
だん

●日時 毎月第１・２・３日曜日、10時～15時
※４月から相談日に、第２日曜日が追加されました。
●場所　カミーリヤ １階 相談室　●問い合わせ先 筑
紫野市社会福祉協議会　 (９２０)８００８

健
けん

康
こう

推
すい

進
しん

課
か

からのご案
あん

内
ない

※代理の人でも交付できます

［場所・日程(火曜日)］▽生涯学習センター３階和室
４月３日　▽カミーリヤ２階和室 ４月10・17・24日
［受付時間］９時30分～９時50分　［持参品］妊娠届出
書(交付会場にもあります)、筆記用具　［内容］母子健
康手帳の交付と説明、市の保健事業紹介

月に２回、母子健康手帳交付会後に妊婦さんの交流サ
ロンを行います。当日母子健康手帳交付会に参加してい
ない人も参加可能です。※申込不要・参加無料
［日程(火曜日)］▽助産師講話日 ４月10日、５月８日
▽管理栄養士講話日 ４月24日、５月22日　［時間］
10時20分～11時 ［場所］カミーリヤ２階和室 ［対象
者］市内に住民票がある妊婦 ［内容］助産師または管
理栄養士による講話、交流会 ［持参品］母子健康手帳　

【問い合わせ先】健康推進課 (920)8611

マタニティ交流サロン

母子健康手帳交付会

そ
う
だ
ん（
無む

料り

う

）

●
日
時
４
月
11
日(

水)

、
10
時

15

時
※
予
約
不
要
　
●
場
所
市
役
所
第

１
別
館
２
階
第
２
・
４
会
議
室
　
※

近
隣
で
の
開
催
は
、
４
月
３
日(

火)

春

日
市
役
所
、
４
月
５
日(

木)

大
野
城
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ

　
●
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
　
●
相
談
内
容
い
じ

め
・
差
別
・
虐
待
・
近
隣
や
家
庭
内

の
も
め
ご
と
な
ど
の
人
権
問
題
　
※

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、
職
員

が
毎
日(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く)

、

人
権
擁
護
委
員
が
月
・
水
・
金
曜
日

●
日
時
４
月
19
日(

木)

、
13
時

16

時(

１
人
30
分
程
度)

●
場
所
福
岡

法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相
談
室
　
●
相

談
担
当
者
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ

派
遣
弁
護
士
　
●
相
談
受
付
４
月
10

日(

火)

、
８
時
30
分
以
降
電
話
に
よ
る

予
約
制(

先
着
６
人)

※
今
回
に
限

り
、
資
力
基
準
は
問
い
ま
せ
ん
　
●
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
福
岡
法
務

局
筑
紫
支
局

(

９
２
２)

２
８
８
１

に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す(

全
国
共
通

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０(

０

０
３)

１
１
０)

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

(

９
２
２)

２

８
８
１

成
せい

人
じん

歯
し

科
か

検
けん

診
しん

［対象者］筑紫野市民で、平成25年４月１日時点の年齢
が16歳～40歳・50歳・60歳・70歳の人または妊娠中
の人　［受診期間(※期間中１回のみ)］平成24年４月
１日～平成25年３月31日　［持参品］保険証や免許証
などの本人を確認できる証明書　※妊娠中の人は、母
子健康手帳も持参してください ［料金］無料　※歯科
検診の実施機関については、市健康カレンダーをご
覧ください ［問い合わせ先］健康推進課 (920)8611

無む

料り

う

法ほ
う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

所し

定て
い

例れ
い

人じ
ん

権け
ん

相そ
う

談だ
ん

所し
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乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

※対象者に個人通知をします。転入したばかりで
通知が届いていない人は、問い合わせください。

○受け方 健診票が届いたら、通知文に記載の指定医療
機関へ予約する ※１歳６カ月児は、歯科検診票も入っ
ています ○持参品 母子健康手帳、健診票

○日時 ４月12日(木)・26日(木)の13時～14時 ※対象
人数の都合で月２回に分けて開催 ○場所 カミーリヤ
○持参品 母子健康手帳、健診票、尿

離
り

乳
にゅう

食
しょく

教
きょう

室
しつ

○日時 ５月11日(金)、10時～11時30分 ○対象者 離
乳食を始めようとしている赤ちゃん(生後４カ月～７カ月
頃)とその家族 ○場所 カミーリヤ ２階和室 ○内容
離乳食の講話と調理の見学、試食 ○参加費 100円
○持参品 母子健康手帳、筆記用具、スプーン ※『抱っ
こひも』があると、見学の際に便利です。 ○申込方法
電話またはFAXで「教室名・日程・氏名(保護者と赤ちゃ
ん)・住所・電話番号・赤ちゃんの生年月日」をお知らせ
ください。※赤ちゃんに食物アレルギーがある場合は、
申し込み時にお知らせください。 ○定員 20組
○受付開始 ４月９日(月)、９時～

申し込み・問い合わせ先
健康推進課 (920)8611 FAX(926)6006

４カ月児・10カ月児・１歳６カ月児の健康診査

３歳児健康診査 ※受診は誕生日の翌月です。

なお、内科と外科、小児科の平日夜間当番医については、消防署・市役所に 
問い合わせください。 

 4月1日(日) 

u 内 島松内科医院  二日市中央 （922）2052 

   二日市共立病院 二日市中央 （923）2211 

u 外 福岡徳洲会病院 春日市  （573）6622 

u 産 城野産婦人科クリニック 春日市 （584）1103 

u 小 福岡徳洲会病院 春日市  （573）6622 

u 歯 休日急患歯科診療所 春日市  （571）0118 

 4月8日(日) 

u 内 済生会二日市病院 湯町 （923）1551 

u 外 済生会二日市病院 湯町 （923）1551 

u 産 まわたりウィメンズクリニック 春日市 （596）9111 

u 小 福岡徳洲会病院 春日市  （573）6622 

u 歯 休日急患歯科診療所 春日市  （571）0118 

 

 

 

休日の当番医 診療時間は9時～17時 （小児科は9時～23時・歯科は9時～16時） 

きゅう  じつ        とう    ばん     い 

※病院などの都合で変更されることがありますので、市役所または 
 消防署 924）5034で事前に確かめてください。 

●水道当番業者（４月前半） 

●問い合わせ先 上下水道部工務課 （923）7112

日  時 
４月１日 

４月２日～４月８日 
４月９日～４月15日 

 

   電話番号 
  （923）1414 
  （501）0188 
  （924）2345 
 

業 者 名 
(株)三機産業 

(株)吉竹設備工業 
林田建材(株) 

 
 

緊急漏水時の水道当番業者 
きん きゅう  ろう   すい    じ  すい  どう   とう   ばん ぎょう  しゃ 

（3月9日現在）  水源情報 

貯水率 

県営 
山神ダム 

市営 
水呑ダム 

現在貯水量 
総貯水量 

277万m3

280万m3

85千m3

85千m3

2月末日現在 

市の人口・世帯数 

98.8％ 

100％ 

お 知 ら せ コ ー ナ ー

発行／筑紫野市　〒 818-8686 福岡県筑紫野市二日市西一丁目1番1号 　 092(923)1111 FA X 092(923)5391 
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人　口　101,133（+52）

世帯数　  40,709（+33）

男　性　  48,392（+39）

女　性　  52,741（+13）

（　）は前月比

電話番号案内
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市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (923)1111
上下水道部業務課料金担当‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (923)7111
上下水道部業務課給排水担当‥‥‥‥‥‥‥‥1 (923)7172
山口出張所(山口コミュニティセンター) ‥‥‥1 (922)2551
筑紫出張所(筑紫多目的集会施設) ‥‥‥‥‥‥1 (926)2913
山家出張所(山家コミュニティセンター) ‥‥‥1 (926)2809
御笠出張所(御笠コミュニティセンター) ‥‥‥1 (922)2601
二日市コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥‥1 (920)5123
筑紫南出張所(筑紫南コミュニティセンター) ‥1 (919)8400
生涯学習センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (918)3535
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (928)4343
歴史博物館「ふるさと館ちくしの」‥‥‥‥‥1 (922)1911
五郎山古墳館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (927)3655
人権文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (926)4136
総合保健福祉センター「カミーリヤ」‥‥‥‥1 (920)8000
竜岩自然の家‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (921)3455
文化会館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (925)4321
勤労青少年ホーム‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (925)4801
農業者トレーニングセンター‥‥‥‥‥‥‥‥1 (923)6290
山家スポーツ公園‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (926)6636
クリーンヒル宝満‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (926)5300
筑慈苑（火葬場）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (926)1892
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (920)8008
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (919)7755
筑紫野警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (929)0110
筑紫野消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 (924)5034

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

４月20日は筑慈苑(火葬場)の休業日です

筑慈苑では、施設の点検などのために火葬利用がで
きない日を１月１日のほかに、春季および秋季に各
１日ずつ設けています。
今年度の春季の休業日は「４月20日(金)」です。こ

の日は火葬業務を行いません。ただし、葬斎施設や霊
安室については、通常どおり利用することができます。

●問い合わせ先 筑慈苑受付窓口 (９２６)１８９２

ちく　 じ　えん　　 か　そう　 ば　   　　きゅうぎょう　び


